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審 査 の 要 旨 
【批評】 
人間が実際に取る行動を精度高く予測するモデル(Descriptive Model)は、実在する意思決定問題の解決
において極めて有用である。しかし、個々人の意思決定および他者との相互作用の結果としての集団行動
の予測は、難度の高い課題である。一方、最適な意思決定を行うためにどう振る舞うべきかを与える数理
モデル（Normative Model）も有用である。他者の行動を精密に予測し、自分自身の行動を最適化すること
で、より良い意思決定が可能となる。この課題に対して著者は、それぞれのモデルの予測式を線形基底関
数の線形結合で表現し、結合係数を観測データに対して当てはまりが良いように最適化することを提案し
た。意思決定バイアスなどへの対応では課題が残るものの、この提案法によりパラメータ推定アルゴリズ
ムは凸最適化問題の解を計算することになり、大域最適解が得られる。提案されたノンパラメトリック推
定モデルは、実問題での検証においても局所解の問題に悩まされることなく、安定した予測精度を示し特
筆に値する。以上、社会人研究者としての広範な知識に基づく高度なデータマイニング技術と、実務上の
課題解決が融合された本学位論文および研究内容は、博士(工学)を授与するに充分なものと判断する。 
 
【最終試験の結果】 
平成２６年８月１日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に
論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。この結果とリスク工学専攻における達成度
評価による結果に基づき、学位論文審査委員全員によって、合格と判定された。 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
